
資料2　事務事業評価（自己評価）結果

基本施策7

目標12

基本戦略26

主体性・創造性・生きがいをはぐくむ教育・文化のまちづくり

生きる力と人間性豊かな心をはぐくむ教育が行われるまちをつくる【教育】

家庭教育を充実する



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

計画 実績

事業費 0 0

特定財源 0 0

一般財源 0 0

単位 計画（予測） 実績

人 2300 2127 計画 実績

事業費 175 80

特定財源 0 0

一般財源 175 80

単位 計画（予測） 実績

計画 実績

事業費 0 2,567

特定財源 0 2,539

一般財源 0 28

学校教育課
数値化できない成果

所管課

小・中学校教育
事業(家庭・地域・
学校連携)

指標名
コスト（千円）

改善の方向性事務事業の意図 今後の課題 事業実施の
方向性0537701

児童・生徒・保護者
児童生徒一人一人に応じた授業の充実を図り、確かな学力・豊かな心・
健やかな体づくりをとおして生きる力を育成する。また、積極的な学校教
育の情報公開をとおして信頼される学校経営を進める。

　校区の枠を超えたボランティア活動に
ついては、十分に成果を上げることがで
きなかった。

　学校図書館と市立図書館とが連携
し、子どもたちの読書意欲を高める活動
をする必要がある。

事業名

継続する

事務事業コード 事務事業の対象

学校教育課
数値化できない成果 参加した保護者の感想及びその後の子育てに対する取り組み方。

　県教育委員会の委託により、平成２１
年度は寒川地区において「子どもの健
康を守る地域専門家総合連携事業」を
実施した。発達段階を踏まえた幼児児
童生徒の健康課題と、家庭への働きか
けについて検討していきたい。

事業名

家庭教育支援事
業

所管課

指標名
コスト（千円）

講演（講座）参加人数

改善の方向性 事業実施の
方向性0546100 園児、児童生徒及びそ

の保護者
しつけ、食育等の講演会・講座を実施し、家庭教育の大切さを伝え、子
育て家庭が抱えている悩みの解消やニーズに応える。

　県の委託事業等を利用し、園児・児
童・生徒に基本的な生活習慣が身につ
くよう家庭や学校と協力して進めていき
たい。

継続する

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題

学校教育課
数値化できない成果

　具体的な評価を学校関係者評価委員
にしてもらうためには、できるだけ詳しく
学校の取組みを知ってもらう必要があ
る。
　自己評価の実施回数や学校関係者
の参観回数等、各学校によってばらつ
きがある状態である。

事業名

学校教育推進事
業(地域で育てる
学校づくり)

所管課

指標名
コスト（千円）

改善の方向性 事業実施の
方向性0536302 小学校児童・教職員

地域ボランティア　学校
関係者評価委員

児童の安全な登下校や学校所管教育の充実等に保護者をはじめとする地域の
協力を得る体制を充実する。学校の現状や成果及び課題を地域に広く公開し、
理解を得るとともに、協力して学校教育を充実させていこうとする体制整備をす
る。

　学校評価については、各学校におけ
る特色ある教育活動に対する評価と、
共通して求められる部分に対する部分
に対する評価をうまくかみ合わせた評
価の実施回数や在り方について、更に
検討していく必要がある。

継続する

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題


